
病害虫注意報 

2017年9月作成 ※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。 

キク編 

  

白さび病，アブラムシ類 
アザミウマ類 
ハモグリバエ類 

ハチハチ乳剤   
1,000倍    
発病・発生初期/4回  

ハダニ類 
 ダニサラバ 
 フロアブル 

1,000倍 発生初期/2回 

 アザミウマ類 
 ハモグリバエ類   
 オオタバコガ 

 スピノエース 
 顆粒水和剤 

5,000倍         
発生初期/2回 

（オオタバコガは
2,500～5,000倍） 

 ハダニ類 
カネマイト 
フロアブル  

1,000～1,500倍     
―／1回 

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ、 
ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ、 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

マッチ乳剤 
1,000倍         
発生初期／5回 
（ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ2,000倍） 

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ アファーム乳剤 1,000～2,000倍  
発生初期/5回 

ハダニ類 
ペンタック 
水和剤（施設栽培） 

1,000倍  
 －/－ 

生育
初期 

※地域の防除事例
を基に作成していま
す（輪菊栽培）。品種、
栽培条件によっては
薬害が発生する場
合があるので、ご注
意ください。さらに、
展着剤、葉面散布剤
などを加用する場合
も、ご注意ください。 

  ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ、ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
  ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ アニキ乳剤 1,000～2,000倍    発生初期／6回

（マメハモグリバエは1000倍） 

ｶﾒﾑｼ類、ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、ｱｻﾞﾐｳﾏ類、 
ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

ダントツ水溶剤  
2,000～4,000倍  発生初期/4回 
（ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、ｱｻﾞﾐｳﾏ類、ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴは   
        4,000倍株元潅注） 

白さび病、うどんこ病 アンビルフロアブル 1,000倍 発病初期/7回 

アザミウマ類 
オオタバコガ 

プリンスフロアブル 2,000倍  発生初期/5回 

ハダニ類 ダブルフェースフロアブル 2,000倍 発生初期/1回 

さび病、灰色かび病、   
炭疽病、べと病 

エムダイファー水和剤 
400～650倍  
発病初期/8回 

破蕾期 
消灯時 

発蕾期 

定植
後 

ミカンキイロアザミウマ、
マメハモグリバエ、 
アブラムシ類 

ベストガード粒剤 
2g/株 生育期株元散布 
発生初期／４回 
(アブラムシ類は1～2ｇ/株) 

アザミウマ類は、夏の時期は暑さによって一旦少なくなりますが、涼しくなると増加します。また、併
せてえそ病・茎えそ病も増える可能性があります。またハダニ類の発生が多くなっています。防除を
徹底しましょう。また、白さび病の防除を止めていた方も、予防散布を開始してください！ 

肥料登録：生第91402号 肥料登録：生第87201号 

マグネシウムの補給と 
光合成の促進、葉色UPに！ 

樹勢維持と 
弱った株の回復に！ 


